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（1）  私は幹事です         （措定）
（2）  幹事は私です（=私が幹事です） （指定）



























（4）  Syntax/phonology:  [S [NP a fox]1 [VP ate [NP a grape]2 ] ]3
   Descriptive tier:   [Event eat([Object fox]1, [Object grape]2)]3
   Referential tier:           1       2 3 ( Jackendoff 2002: 395)
　このモデルを用いると「私は幹事です」「私が幹事です」という 2つの文は記述層や指示層の
構成は同じだが情報構造が異なる文として記述することができる。
（5）  統語 /音韻 : 私は幹事です
   記述層 :   [State be([Object 私 ]1, [Object 幹事 ]2)]3
   指示層 :          1       3
   情報構造 :  Topic1  Focus2
（6）  統語 /音韻 : 私が幹事です
   記述層 :   [State be([Object 私 ]1, [Object 幹事 ]2)]3
   指示層 :          1       3





（7）  統語 /音韻 : 幹事は私です
   記述層 :   [State be([Object 幹事 ]1, [Object 私 ]2)]3
   指示層 :                2 3
   情報構造 :  Topic1 Focus2
　本研究の主たる目的は，これらの構造のうち記述層の情報に相当する記述を精緻化すること
である。Jackendoff（1983）はコピュラ文が表す関係として IS AN INSTANCE OF，IS TOKEN-
IDENTICAL TO，IS INCLUDED INを挙げている。
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（8）  A dog is a reptile.    [ IS INCLUDED IN ( DOG, REPTILE ) ]
   Clark Kent is Superman. [ IS TOKEN-IDENTICAL TO ( C. KENT, SUPERMAN) ]




（9）  幹事は私だ         （主語がクラスで述語がインスタンス）
（10）  太郎は名古屋に行く予定だ  （主語と述語が所有的関係）











（12）  i. 物理フォーマットの変更
   ii. 語義付与
   iii. 構文抽出
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理フォーマットを持つ。#が文，*が文節，+がタグ単位を表し，それ以外の行は語を表す。
# S-ID:950101003-001 KNP:96/10/27 MOD:2005/03/08
* 0 26D
+ 0 1D
村山 むらやま * 名詞 人名 * *
富市 とみいち * 名詞 人名 * *
+ 1 37D <rel type="=" target="村山富市" sid="950101003-001" tag="0"/>
首相 しゅしょう * 名詞 普通名詞 * *
は は * 助詞 副助詞 * *
* 1 2D
+ 2 3D
年頭 ねんとう * 名詞 普通名詞 * *
に に * 助詞 格助詞 * *
* 2 6D
+ 3 10D <rel type="ニ" target="年頭" sid="950101003-001" tag="2"/><rel type="ガ" 
target="不特定:状況"/>






<sentence id="950101003-001" info="KNP:96/10/27 MOD:2005/03/08">
<chunk id="0" link="26" rel="D">
<tag id="0" link="1" rel="D" head_base="村山富市" head_range="0:1">
<tok id= "0" read="むらやま" base="村山" pos="名詞-人名" ctype="*" 
cform="*" cat="N">村山</tok>
<tok id= "1" read="とみいち" base="富市" pos="名詞-人名" ctype="*" 
cform="*" cat="N">富市</tok>
</tag>
<tag id= "1" link="37" rel="D" head_base="首相" head_range="2:2" func_
base="は" func_range="3:3">
<rel type="=" target="村山富市" sid="950101003-001" tag="0"/>
<tok id= "2" read="しゅしょう" base="首相" pos="名詞-普通名詞" ctype="*" 
cform="*" cat="N">首相</tok>
<tok id= "3" read="は" base="は" pos="助詞-副助詞" ctype="*" cform="*" 
cat="P">は</tok>






文書 S-IDの 1–6桁目で表現 document






















は tag要素内で最初に現れる P要素以降の N，V，M，I，Pを付属語構成要素と見なした。以下
に詳細を示す。




head_range 実質語範囲の tok要素の id（開始位置：終了位置）
func_base 付属語範囲の語の出現形を連結し末尾の語を基本形にしたもの















品詞類別 N V M I P O 合計
頻度 59002 9679 6519 384 40669 16074 132327






表現データ (5)（Sekine and Isahara 2000），日本語WordNet(6)（Bond et al. 2009），SUMO(7)（Niles 








タの範囲（毎日新聞 95年 1月 1日から 7日まで）を概ねカバーしているが，一部にデータの欠
落が見られる。




　この 2種類の固有表現データを，tok要素の ene属性（拡張固有表現）および ne属性（CRL
固有表現）としてコアデータに重ね合わせた。構文解析システム CaboCha(8)の出力形式に倣っ
て固有表現の先頭の要素に B-，それ以外の要素に I-という接頭辞を付加した。
<tok id="0" read="むらやま" base … ene="B-Person" ne="B-PERSON">村山</tok>




する SUMO概念名への対応テーブルを含む。この辞書を用いて tag要素の head_base属性の値を




<wordnet word="美術" synset="02743547-n" name="fine_art" rel="=" sumo="ArtWork"/>
<word net word="美術" synset="06156968-n" name="fine_arts" rel="∈" 
sumo="FieldOfStudy"/>
3.1.3 SUMOへの統合
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<tag id="0" link="1" rel="D" head_base=" … sumo="Entity|Object|Physical">
<tok id="0" read="むらやま " ba … ene="B-Person" ne="B-PERSON">村山 </tok>
<tok id="1" read="とみいち " ba … ene="I-Person" ne="I-PERSON">富市 </tok>
<sumo src="ene" class_name="Human" ancestors="Entity|Object|Physical"/>
</tag>
<tag id="7" link=" … sumo="Abstract|Entity|Object|Physical|Proposition">
<rel type="修飾 " target="装飾 " sid="950101068-003" tag="6"/>
<tok id="11" read="びじゅつ " base="美術 " pos="名詞 -普通名詞 " … >美術 </tok>
<tok id="12" read="と " base="と " pos="助詞 -格助詞 " ctype="*" … >と </tok>
<wordnet word="美術 " … name="fine_art" rel="=" sumo="ArtWork"/>
<wordnet word="美術 " … name="fine_arts" rel="∈" sumo="FieldOfStudy"/>
<sumo src="wn" class_name="ArtWork" type="class" ancestors="Entity|Object|Phy
sical"/>

















属するクラス名を class_name属性で付与した。ancestors属性については図 1に示す 9種類のクラ
ス名のうち該当するもののみを付与した。
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図 1　SUMOの上位クラス名










要素数 Enti. Phys. Obje. Proc. Abst. Attr. Prop. Quan. Rela.
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は copula要素の下に arg要素を付与することによって表現した。
<tag id="2" link="-1" rel="D" head_base="亥" head_range="5:5" conj="N">
<rel type="ガ" target="えと" sid="950101019-001" tag="1"/>
<memo>CO</memo>
<tok id="5" read="い" base="亥" pos="名詞-普通名詞" ctype="*"  … >亥</tok>
<tok id="6" read="。" base="。" pos="特殊-句点" ctype="*" cfor … >。</tok>
<copula copula_omitted="true" head_base="亥">

































<copula base="仕事" ancestors="Abstract|Attribute|ChangeOfPossessio … ">
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表 12　意味関係の類別（SORTの下位分類）
意味関係 説明 例
SORT-SUCC 主語が下位概念または外延（A≻B） 吾輩は猫である（吾輩 ≻猫）
SORT-PREC 主語が上位概念または内包（A≺B） 今年の干支は亥（今年の干支 ≺亥）









　一連の処理により，コアデータに含まれる 66186タグ単位のうち 1912要素に copula要素を
付与した。このうち 990要素は判定詞を伴い，922要素は判定詞が省略されていた。これらの
copula要素は 0～ 5個の arg要素を持っていた。内訳を以下に示す。
表 14　copula要素数（arg要素数別集計）
arg要素数   0    1  2 3 4 5 合計





const: rel＼ type ガ ガ２ 判ガ 合計
NORMAL: 1071 0 57 1128
SORT-SUCC 406 0 12 418
SORT-PREC 210 0 21 231
SORT-EQ 5 0 0 5
NSORT-GEN 82 0 5 87
NSORT-NGEN 368 0 19 387
CLEFT: 177 0 22 199
IGNORED: 82 19 0 101
合計 1330 19 79 1428









MI = log2 
f (x,y) × N
 f (x) × f (y)
　ここでは N=全タグ単位数（要素数），f(x)=語義 xを持つタグ単位数，f(y)=語義 yを持つタグ
単位数，f(x,y)=語義 xと yを持つタグ単位数とする。N，f(x)，f(y)は表 7の数値を用い，f(x,y)は
ここで集計した頻度を用いる。結果を以下に示す。
表 16　同一タグ単位における語義の共起関係［頻度（MI値）］
Process Attribute Proposition Quantity Relation
Object 2940 (‒1.06) 3755 (‒0.50) 647 (0.01) 991 (‒1.49) 2905 (‒0.55)
Process 7871 (0.54) 1023 (0.65) 970 (‒1.54) 8877 (1.04)
Attribute 983 (0.81) 1804 (‒0.43) 7969 (1.09)










グ単位数，f(y)=意味関係 yの名詞述語文数，f(x,y)=主語 /述語が語義 xを持つ意味関係 yの名詞
述語文数とする。N，f(x)は表 7，f(y)は表 15の「合計」，f(x,y)はここで集計した頻度を用いる。
結果を以下に示す。
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表 17　主語の意味タイプ［頻度（MI値）］






























































































































































































































zの名詞述語文数，f(x)=主語が語義 xを含む意味関係 zの名詞述語文数，f(y)=述語が語義 yを含
む意味関係 zの名詞述語文数，f(x,y)=主語が語義 x，述語が語義 yを含む意味関係 zの名詞述語
文数とする。Nは表 15の「合計」，f(x)は表 17，f(y)は表 18，f(x,y)はここで集計した頻度を用
いる。結果を以下に示す（SORT-EQはサンプル数が少なく適切なMI値が得られないことが予
想されたため頻度のみを示す）。
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表 19　主語と述語の意味タイプ（SORT-SUCC: 主語が下位概念または外延）［頻度（MI値）］
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表 21　主語と述語の意味タイプ（SORT-EQ: 主語と述語が同一関係）［頻度のみ］
主＼述 Enti. Phys. Obje. Proc. Abst. Attr. Prop. Quan. Rela.
Enti. 3 2 1 1 1 1 0 0 0
Phys. 2 2 1 1 1 1 0 0 0
Obje. 1 1 1 0 0 0 0 0 0
Proc. 1 1 0 1 1 1 0 0 0
Abst. 1 1 0 1 1 1 0 0 0
Attr. 1 1 0 1 1 1 0 0 0
Prop. 0 0 0 0 0 0 0 0 0
Quan. 0 0 0 0 0 0 0 0 0
Rela. 0 0 0 0 0 0 0 0 0
表 22　主語と述語の意味タイプ（NSORT-GEN: 主語と述語が属格関係）［頻度（MI値）］
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表 23　主語と述語の意味タイプ（NSORT-NGEN: 主語と述語が非属格関係）［頻度（MI値）］








































































































































































（15）  吾輩は猫である     （インスタンスとクラス）［作例］
（16）  猫は哺乳動物である   （下位クラスと上位クラス）［作例］
　述語はクラス概念であり，通常の述語論理では 1項述語に相当する。事物の種類以外の性質（色




（17）  赤米は赤褐色のうるち米       赤褐色の（修飾句）＋うるち米（1項述語）
（18）  この化合物は土中に残留する物質で  土中に残留する（修飾節）＋物質（1項述語）
　主要部が 2項以上の述語相当の場合は連体修飾句により項の一部が充足され 1項述語相当の名
詞句が構成される。連体修飾句の代わりに主題や文脈によって項が充足される場合もある。
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（19）  景洪はタイ人の故郷だ  タイ人の（修飾句）＋故郷（2項述語）
（20）  曙は琴の若が相手    曙の（主題）＋相手（2項述語）
（21）  師である楠部彌弌    今井さんの（文脈）＋師（2項述語）
　主要部は複合語である場合も多く，その場合も 1項述語相当の場合や 2項以上の述語相当の場
合がある。1項述語相当の複合語は「修飾語＋ 1項述語」「項＋ 2項述語」などのパターンがある。
（22）  「アメリカ号」は木造船で  木造（修飾語）＋船（1項述語）
（23）  インドは英国領土     英国（項）＋領土（2項述語）
　2項述語相当の複合語としては「2項述語＋ 1項述語」というパターンが見られる。
（24）  中国の中央銀行である中国人民銀行  中央（2項述語）＋銀行（1項述語）
（25）  欧州連合の議長国であるフランス   議長（2項述語）＋国（1項述語）
（26）  最大政党である自民党        最大（2項述語）＋政党（1項述語）




















（27）  地震の規模はマグニチュード３・９  地震の（修飾句）＋規模（2項述語）
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（28）  ジュネーブは人口わずか１６万人   ジュネーブの（主題）＋人口（2項述語）






















   a. 「フジタ工業」でない，神奈川県平塚市をホームタウンとする「ベルマーレ平塚」
（32） クラス同一型
   a. インサイダー取引が何なのか知らないまま
   b. 簡体字ではない繁体字
（33） トートロジー型
   a. 連立政権は政権，選挙は選挙だ（2例含む）
　この類型の適用基準とこれらの事例の扱いについては今後の検討課題とする。
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5.2.4 NSORT-GEN




   a. うちはそれほど高いレベルではない  （レベルが高い）
   b. 優勝戦に匹敵する内容の好試合    （内容が優勝戦に匹敵する）
   c. 内部資料は五〇年十月の日付     （日付が五〇年十月だ）
   d. 簡易電話は１日に約７０人の利用者  （利用者が１日に約７０人だ）
（35）  外の関係
   a. 日弁連も実態調査に乗り出す方針    （*方針が実態調査に乗り出す）
   b. 容疑者は山下さんを殺した疑い     （*疑いが山下さんを殺した）
   c. メンバーは四日に下山する予定だった  （*予定が四日に下山する）
　本研究は変形文法的な立場を取るものではないが，便宜的に変形的な説明をすると，内の関係
の文は [M …N1の N2…]という文の N1が主題化，N2が非連体修飾語化したものに相当し，外の関
係の文は [M …N1…]が内容補充修飾節として N2にかかり，N1が主題化したものに相当する。
（36）  [M うち 1のレベル 2はそれほど高く ]ない
   → うち 1は [M それほど高い ]レベル 2ではない
（37）  [M 日弁連 1が実態調査に乗り出す ]
   →日弁連 1も [M 実態調査に乗り出す ]方針 2
　表 17を見ると主語が持つ意味タイプのMI値は Objectが 0.57と比較的高く，第 3レベルの他
の意味クラスはいずれも -0.53以下と低い。また表 18を見ると述語が持つ意味タイプのMI値は



















（38）  湯は茶褐色               （範疇以外の属性）
（39）  天下りした課長級以上の官僚は２０７人  （数量）

















　また表 23を見ると主語と述語が同じ意味クラスを含む場合のMI値は -0.55～ 0.11と比較的
低く，NSORT-GENの場合と同様，主語と述語の意味クラスは一致しない傾向がある。それ以
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xmlns CDATA #FIXED ''>
<!ELEMENT rel EMPTY>
<!ATTLIST rel
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Semantic Annotation for Japanese Copular Sentences
IMADA Mizuho
Elementary and Secondary Education Bureau, MEXT/ 
Postdoctoral Research Fellow, Center for Corpus Development, NINJAL [–2014.03]
Abstract
I annotated semantic information on copular sentences contained in the Kyoto University 
Text Corpus for the purpose of consolidating descriptive research and constructing a sharable 
resource for linguistic research. This task had four subtasks: i) converting the corpus into XML 
format, ii) annotating word meanings using four semantic resources (Extended Named Entity 
Annotated Corpora, CRL named entity data, Japanese WordNet, and SUMO), iii) extracting 
copular sentences in the corpus, and iv) annotating a semantic relation between the subject and 
predicate of copular sentences. Following the results of the annotation, I investigated the semantic 
relationships between the subject and predicate and their word meanings, and the syntactic and 
semantic features of Japanese copular sentences.
Key words: Japanese copular sentences, annotation, word meaning, semantic relation, ontology
